
２０２５年度（令和７年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

多治米学区まちづくり推進委員会 委員長 末次  了 

  (問合せ先) ０８４－９５３－７３４２（多治米交流館） 

事業内容 

（１）ふれあい事業 ①ふれあい広場 （10月19日 作品展&音楽祭） 
②とんど （ １月11日 中止） 
③多治米ふれあい音頭伝承 （ 7月~11月 夏祭りなど） 

 
（２）こども応援事業 ①集まれ!たじめっ子 （  6月15日 サイエンスマジックショー） 

 ②こども 110 番の家マップ （ 1月     学区内各所に掲出）  
③こどもとのふれあい （通年 たじめひろば・たじめクラブ・将棋大会等） 

 
（３）健康福祉事業 ①学区運動会 （ 5月25日） 

②歩け歩け運動 （11月16日）  
③カローリング大会 （12月  ７日） 
④サロン活動 （12 月フラワーアレンジメント・２月味噌づくり） 
⑤福祉だより発行 （年２回 各戸配布） 

 
（４）安心安全事業 ①防災啓発活動 ( 7月 ・ 3月 防災だより各戸配布)  
 ②防災研修会 （ 2月19日） 
 ③防災避難訓練 （11月23日 福山市と共催） 
 ④避難所運営訓練 （ 6月29日） 
 
（５）コミュニティ育成事業 （通年 自治会町内会） 
 
（６）環境美化事業  （10月19日 リサイクル啓発） 
 
（７）デジタル化推進事業 （通年 HP 運営・情報提供） 
 
（８）まちづくり推進委員会運営事業 （通年） 

 

成 果 

部会毎の事業の円滑な実施及び各分野の活動の充実が図れた。ホームページなどの情報発信により、各

事業の参加者が増加し交流も増えた。 

課 題 

学区の事業・イベントには、自治会・老人会・子ども会への加入がなくても参加できるので、各種団体への

加入率の低下は歯止めがきかない。ゴミ問題も含め、早急な対応が必要である。 

課題解決にむけて 

 情報発信の充実と周知を進めるとともに、住民の声を聴き時代に即した地域ニーズの把握に努める。新規

事業を含め世代間交流など、誰もが参加しやすい事業や活動を増やし、多くの方が集える場が必要である。 

 集いの場を利用して加入促進に努める。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャーリー先生の手にかかると、

大きな風船の輪っかが空中でく

るくる回ったり、テーブルが宙に

舞ったりと、見て・触れて・感じて

…。締めは巨大な空気砲で大い

に盛り上がったよ 

６月15日（日） 

多治米小学校体育館 
 

身近なものを使った参加型の楽しいマジックショーに、

ワクワクがとまらない大興奮のこどもたちでした。 

この日集まった 170人のこどもたちは、目の前で起こる

フシギな現象に惹きつけられていました。 

こどもたちはキラッキラ

に目を輝かせて…  

 

こどもたちの笑顔は多治米の「タカラモノ」 

【こども応援事業】 


